
右岸 国道１５０号　掛塚橋橋脚下（3.2 km）付近

た「弁当野」の話など、この時期の天竜川ならではの伝承を思い出します。

　追っ手から河原の枯草の茂みに身を隠した家康は、生きた心地がしなかったのではないでしょ

うか。

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　７年 ２月１９日     １２時　００分頃

天 竜 川

　掛塚橋の橋脚の下の辺りで川の流れの近くまで歩いてみました。

　夏は青々としていた草も枯れていたものの、人工物はなく豊かな自然を感じることができまし

た。遠い昔、徳川家康が三方ヶ原で戦ったのは降りしきる雪の中だったそうです。

その前哨戦の後、天竜川を渡ろうとした家康一行を助けた「曽布川」の話や、河原で弁当を食べ


